
「  壁により開かれる高架下  」

■S i t e

▲敷地は大阪府大阪市北区に位置する中津高架下。梅田から北へ 0 .5Km ほど

という地理条件から、梅田に連なるオフィス街となっている。周辺は歩行者

が多いが、既存の高架下が暗く、閉鎖的であるため、利用を避ける歩行者も

少なくない。また現在、老朽化により耐震補強工事が決定されており、店舗

や工場の撤去が行われている。しかし、それは耐震補強工事が終わればまた

以前の暗く、閉鎖的な姿に戻ってしまうだろう。そこで今回、耐震補強に耐

震壁を用いて、空間を操作する事により、既存の良さを継承しつつ、周辺の

住人や、高架下利用者に開かれた空間を提案する。

■Form  Variat ion■Structure

■ Isometr ic

▲構造の柱と間仕切り壁で構成されており、閉鎖的。

▲閉鎖的な空間に光・人の流れを挿入することによって、

暗い空間と明るい空間を混在させる。

▲構造の柱の周りに耐震補強を行う。その後は以前のよう

な姿に戻り、高架下の空間を活かす事ができていない。

▲以前の導線も残しつつ、耐震壁を挿入していく。光や人

を受け入れ、中にできた空間を高架外に開いていく。

■Perspect ive

▲全体の配置。グラフ化した空間性質をもとに機能を敷地に再配置する。

▲イベントスペースは普段、集会所としても使われる。 ▲歩道に開かれたギャラリー。▲地域に開かれたホール。

▲既存のドライアイス工場。 ▲イベントスペースでは様々な催し事が行われる。 ▲高架下の暗さを活かしたオープンスペース。
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■Circulat ion

( 左図 )・・・以前の中津の雰囲気を活かした、高架に平行な導線。

( 右図 )・・・新しく生まれた明るくて、通学路などに使われる高架に垂直な導線。
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▼既存のドライアイス工場を囲う事によって、工場と耐震壁
の間に層が生まれ振動・騒音を軽減する。またドライアイス
工場から漏れだした冷気が夏場に歩行者の避暑地となる。

▼地域に開かれたホールは周辺地域や多くの歩行者から利用
され、その様子が高架外へと溢れ出す。

▼ストリートではなく空間を作る事によって地域の人々や歩
行者の人を高架下へ呼び込む。

▼歩道沿いにイベントスペースを設け、ギャラリーなど様々
なイベントが高架下を彩る。

▼大きなイベントスペースは通常時、集会所や地域の集まり
などでも利用される。

▼通学路には大きな道を設け、光や人の流れを操作する。▼学校前に大きなオープンスペースを設ける事によって、学
生や歩行者が集まれる空間を作る。

▼路上での違法駐輪が多いため高架下で溢れ出た自転車を受
け止める空間を作る。
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fig.3 駐輪所
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fig.4 スタジオ
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fig.5 工場
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fig.6 レストラン
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fig.7 Cafe
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fig.8 ホール
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fig.9 イベントスペース 小
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fig.10 イベントスペース 中
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fig.11 イベントスペース 大
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fig.12 広場
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